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カミキリムシ科の交尾器endopha11us について
I[.  Pidonta属 znsut1,trata 群の endophallus
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Notes o n the endopha1lus in s o m e 1ongicorn beetles (Coleoptera: Cerambycidae)
11. Endopha1lus of Pzdoma zasMt M r a t a gr oup

By Mikio KUBoKI
47 -15, 0hara 1-chemo, Setagaya-ku, Tokyo 156

前報 (、産木, 1980) ではハナカミキ リ IIE科の5 極の
endopha11usの形態を報告し, endopha11usの分類学的価
値について検討した. 本報告ではハナカミキリ i服 科の

Pidonta 属の近縁種3 種, ョ コ モ ン ヒ メハナカ ミキリ

P. lnsuturata, ムネァカ ョコモンヒメハナカミキリP ma_
saki i, ニセョコモンヒメハナカミキリ P. stmi11ima の
endopha1lusの形態を調べ,  その表面にみられる付属物

armature を比較し, その分類学的価値と機能について検
討した.

材料と方法

研究に用いたヒメハナカミキリは, 1977年7 月5 日~
10日, 長野県南安曇郡安曇村島々 谷の岩ff, lh小屋付近
(標高1,200m) で採集し, 75% アルコール中に保存し
たものである.
各個体から用X部が取り外され,  水酸化ガリウ� 7  %
液で加熱処理された. 実体顕徴鏡下で解体され, median
lobeが取り出され, endophallusが反転され, Eosinで染
色された.

結 果

1. P idon ia msutu ra ta P Ic

ヨコモンヒメハナカミキリ (Fig. 1)
調査個体 : 5
体長7.4~8.2mm.  endopha11usはmedian lobeの実
長 (1.6mm) と等長かやや長く , 細く , 真直く、延びる.
falcata scleriteは腹面側方に位置する. falcata scleriteの
湾曲の内側のやや節片化した突出部はほとんど着色して

いない. median lobe の先端と falcate sclerite 間の順質

部は短く , 腹而と背面が順らむ. endopha1lusの中央部
は腹面と背面が密な徴小毛で われる. falcate sclerite前
方の側部腹面よ りに対の釣針型の節片化した突出部を持

つ. 先端の膜質部は2 , 3 の葉片状の突出部を持ち,  背

面には節片化した小片を備え, 先端には1 対の角状突起

を持つ. 角は三角形を呈し, 先端は鈍く尖る. 反転した

結果endophallusの内側になった diverticulum は長く ,
falca te sclerite 付近に達する.
2. Pi don ia masak i i TAMANUKI

ムネアカヨコモンヒ メハナカミキリ (Fig 2)
調査個体 : 5
体長7.5~8.0mm. endopha11usはmedian lobe (実長

1.4 mm) の約1.2 倍で, やや太く , 中央やや前方で強く

湾曲する. falcate sclerite は11 髢ﾊ側方に位置する.  falcat
sclerite の湾曲の内側のやや節片化した突出部はほとん

ど着色していない. median lobe の先端と fal cate scleri te

間の膜質部は短く , 背面と falcate sclerite付近に膨大部
を持つ. endophallusの中央部は太く,  順み,  腹面と背

面が密な徴小毛で覆われる . falcate sclerite 前方の側部
腹面よりに1 対の小剌状の節片化した突出部を持つ. 先

端の膜質部は2 , 3 の葉片状の実出部を持ち,  背面には

節片化した小片を備え, 先端には1 対の角状突起を持つ.
角は内側に屈曲し, 先端は鋭く尖り内側を向く. 反転 し
た結果 endopha1lusの内側になったdiverticulumはやや
短く , endophalIusの中央付近に達する.
3. Pidoni,a sim iu ima OHBAYASHI et HAYASHI

ニセヨコモンヒ メハナカミキリ (Fig3)
調査個体 : 3
体長7.3~7.6mm. endophalIusは median lobe (実長
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Figs. 1 -3. The endophallus fully everted. Top  showjng  the
f ace of the transfer apparatus.

1・  p ldo'ita l 'ISI eti‘ ' -ata  PI 2. p masa ･11  TAMANUK 3. P . simz' iiz'ma OHBAYAsHI
et HAYASH I. d, diverticulum; fs, falcate sclerite; m, median lobe. Scale: 0 3 m m

1.3 mm) の約1 .4 倍で, やや細く, 中央部で湾曲する.
falcate scleriteは腹面側方に位置する. falcate scleriteの
湾曲の内側のやや節片化した突出部はほとんど着色して
いない. median lobe の先端と falcate scler i te 間の膜質

部は短く, 背面と腹面に膨大部を持つ. endophallusの中
央部は細く,  腹面と背面に密な徴小毛を持つ. falcate
sclerite前方の側部腹面よりに1 対の節片化した着色部
を持つ. この着色部はmasakit の小剌状, insuturataの釣
針型の突出部とほぼ同じ位置である.  先端の膜質部は

2 ,3 の葉片状の突出部を持ち,  背面には節片化した小
片を備え, 先端には1 対の角状突起を持つ. 角は内側に

湾曲し,  先端は鋭く尖り内側を向く. 反転した結果
endopha11usの内側になった diverticulumはmasakiz よ

りやや長く , endopha11usの中央部に達する.

考 察

節片化した pennis はその内側に主に膜質からなる
endophalIusを持っている. 交尾の際, 雌交尾器のvagina
もしくは bursa copulatrix 内に挿入されるのは,  この
endophallus であり, これが事実上の挿入器である (窪

木, 1981). 反転されたendopha1lusの表面には,  この
falcate sclerite以外に毛, 徴小毛,  小刺, 小瘤起, 角な
どが認められる.

falcate sclerite前方の節片化した部分は, tnsuturata群
において様 な々形態を呈するが,  その位置から判定し

て, 相同と考えられる. 最も発達したtnsuturataでは強
く節片化し釣針型を し (Fig. 1), masakii では曲らず
小剌状を呈し (Fig2), s,m,uimaでは膜質部が着色する
だけで 起部は認められない(Fig3). endophallusの先
端の1 対の角状突起の形態もそれぞれの種に特徴ある形
態を持っていた. ただし, falcate sclerite前方の節片化
部とは逆にs,,ni11imaの方が発達し,  より強く湾曲し先
端は鋭く尖る傾向が認められた.

endopha11usは薄い膜質で乳白色かほとんど透明であ
る.  この膜質は場所によって, その厚さ, 硬さが異なる
ために, 充分に拡げられ脹らんだ endopha11usは膜質
と言えども,  一定の形を呈する.  そして,  その形態は

armature と同様にその種に特有であり, 種内においても

安定した形質である. このように反転されたendopha11us
の形態やその表面の armature は近縁種の区別にも有効
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である事から,  これらの形態は種を認識する形質の1つ
とみなすことがでさる. 分類学的には極や属など比較的

低い ta x o n の認識に有効である.
endopha1lusの表面にみられる極々 のarmatureはどの
ような機能を持っているのであろうか. falcate sclerite
はその湾曲の内側に節 JI化した突出部を持ち, その突出

部と falcate scleriteの間に雌交尾器の一一部をはさみ込む
働きを持つと考えられる (窪木, 1980). falcate scleri te

前方の突出部も同様で, 特に insuturataでは釣針型の構
造が雌交尾器の一部をひっかける働きをする と思われ

る. endophalIusの中央部に見られる多数の徴少毛は基
部方向に傾めに着生しており, vagina内に lit入された
endopha11usが外れにくくするように働くものと思われ
る .

交尾の目的は雄の精子をspermathecaやbursa copu-
latrix 内に送り込むことである. このために雄は雌の動
きを拘束する必要がある. 雄と雌が出合って, 雄が同極

の雌と認知すると, 次に雄は雌にマウントする. 雄の脚

はこの拘束に最も重要な働きをする. 雄が前, 中脚だけ

を用いる種と後脚も使用する種がある.  マル力' タハナカ

ミキリ Judolia cometes (BATES) ではhSliが雌の角'上角を
大腮でくわえて, 雌の動きを制している . このような例
はョーロツパ産の同属の J. ce,-ambycifo,misや Srta,t-

galla quad,-ifasctataでも報告されている(MIcHELSEN,
1963).  このように雄が雌にマウントした交尾姿 lをと

るカミキリムシでは主に脚が重要な固定機能を果してい

る. 鱗 目のように雄とll確が交接時にマウン トせず, 頭

部がそれそ れ逆に向いて交尾する形式では順背板が変形

した把握器が結合に重要な役割を演じている (KLoTs,
1970). カミキリムシではこのような変形は認められな
い.  カミキリムシにおいては, i雕による雌の固定はi三.に
脚によって成し遂げられ, endophalIusのarmature も固
定の機能を果すが, 挿入時のendopha11usの方向を一定に
する働きがより重要と考えられる. armature が vagina
内で正しく方向付けされて.射精l-1 から精子がflit出されれ
ば, 確実に精子の受け渡しが行なわv  しる .,j1 :になる

イe上で行なわれているハナ力 ミキリ類の交尾を観察し

ていると, たとえ雌雄が交接状態になっていても, 他個

体 (同一花上のすべての訪花生物) の干渉, 妨害により,
雌雄がすぐに離れてしまうものと, なかなか離れないで

交接を続けるものとがある. 前者の例としては Pidoma
属, 後者の例としては Leptura属のョツスジハナカミ
キ ) L och,-aceofasc,ata が代表的である . ヨ ツ ス ジ

ハ ナカ ミ キ リの交接状態は雄のendophallusの先端の
flagellumが雌の長いspermathecal ductの奥深く挿入さ
◆る (r {_木 ,1981)  ので,  離れにくくなるものと思われ
る.  ョツスジハナカミキリのように, endopha11usの先端
にflage1lamを持ち, それがspermatheca付近まで到達し
て精子を確実に送り込むカミキリムシではendopha11us
に armature は少ない. 一方,  flagellum を持た ない

Pidonta属のようなカミキリムシでは逆にarmatureが
よく発達する. endopha11usがll雄の vagina内に挿入され
た時, armature が働いて射精口の方向付けを行ない, 確

実に精子を目的の場所に送り込むものと考えられる.
Pidon,a属においては, endopha11us先端の角状突起が
この方向付けの最終段階で重要な働きをすると考えられ

る.

endophalIusの種々 のarmatureはカミキリムシ自身の
極の認知に役立っているのであろうか. ハナカミキリに

とって-イllはi英・食の場であるとともに交尾の場でもある.
それゆえ, 多極類のハナカミキリが同一花上で同時に摂

食, 交尾を行なうことになるが, 異種間交尾は極めて稀

である. 交尾は一連の行動を通して段階的に進行するも
ので, 最初の引き金がひかれると動作は順序どうりに逆
み,  どの段階が欠けても交尾は成立しない. たとえ, あ

る極の雄が異極の雌の自由を術つてマウントに成功して
も, 実際の交尾器の1111入や交接までは至らず, 雌が後脚

を使用して雄を背中から追い落としたり, 上翅を拡げて
性の脚をはずしたりして, 交尾をll'否するので, 実際の
交尾は行なわれない.  種の認知は armatureの構造とは
無関係であり, それが機能する以前に行なわれるもので

ある.
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Summary

1. The endopha1lus of the male genital organ in 3 close relatives,  Pidonta l n su t tl r a t a PIc,  P.

masaX1z  TAMANUKI  and  P.  slmziizma  OHBAYAsHI  et  HAYAsHI  belonging  to  the  cerambyci
subfamily Lepturinae was examined.

2. T he ever ted endopha11us, the i ntr omi t ten organ, 、vas furnished wi th the sclerotized armature.

The function of the ar ma ture was d iscussed. The a r m a t u r e was concerned with guiding the
opening of the ejaculatory duc t t o the spermatheca or bursa copulatr ix of the female jn

or der t o transfer sperm safely.
3. The taxonomic significance of the endopha1lus was discussed. The shape of t he endopha1lus

and the armature upon i t was val ued in low categories such as genus and species.
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